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１．はじめに 

わが国の中温化混合物の製造量は全合材製造量の 0.1％に過ぎないが，米国においては 13％と普及が進み今後も

拡大傾向にある．また，その適用技術の大半はフォームドアスファルト（以下，フォームドアス）によるもので

あり，大量製造には機械方式が適していることやコストアップが少ないなどがその理由に挙げられる．フォーム

ドアスは，フォームド発生装置で高温のアスファルトと水を混合することで生成され，混合物製造時はアスファ

ルトの発泡による見かけの粘性の低下により混合性が向上し，施工時にはアスファルト中に残存する泡のベアリ

ング効果により締固め性が向上するものである．筆者らは，わが国においても今後の中温化技術の普及や再生ア

スコンなどへの適用を考慮した場合，米国と同様にフォームドアスが適していると考え，従来のフォームドアス

の性能をさらに向上させるために，発泡倍率の増大による混合性の向上と泡の微細化によるベアリング効果の向

上について検討を行った．本論文では，これらフォームドアスの改良による効果について報告するものである． 

２．フォームドアスファルトの改良 

 フォームドアスの改良は，新たに開発した専用フ (1)

ォームド発生装置と発泡改善剤の 2 手法を用いて行 

った．発生装置は，水とアスファルトの混合性を向 

上させ発泡量を増大させるもので，発泡改善剤はア 

スファルトの表面張力を調整し，泡同士の結合・肥 

大化を抑制し微細泡の状態で安定させるものである．また，改良フォームドアスの性能評価は，既往の研究 1)で実

績のある式(1)で示すフォームインデックス（以下，FI）を用いて行った． 

表-1 ファームドアスの発泡状況 
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表-1 は，ストレートアスファルト 60～80 を使用した各

フォームドアスの発泡状況を示したものである．従来フォ

ームドアスの①は，FI が低いため残存する泡の数が少ない．

また水を増量した②は，発泡倍率が少し増大するものの泡

同士が結合・肥大化し消滅するため，泡径も大きく残存す

る泡も少ない．これに対して③は，開発装置により発泡量

が増大し，また発泡改善剤により泡同士の結合・肥大化を

抑制しているため微細泡が多数残っている．この結果より，

改良フォームドアスは施工時のベアリング効果の向上が期

待できる．また，FI が大きくなると個々の泡の径が小さく

なり，残存泡量が増える傾向になることも併せて確認でき

た．表-2 は，改良フォームドアスの性状を示したものであ

るが，通常アスと比較して針入度や伸度など劣化に関する

性状について変化が見られないことから，水や発泡改善剤

の使用による影響はないことが確認された． 

３．改良フォームドアスの混合物性状 

密粒度アスコン(13)の混合物性状試験結果を以下に示す．        

（１）締固め性 

 マーシャルランマの突固めによる締固め性を図-1 に示す．

改良フォームドアスは通常アスと比較して同一温度では高

い締固め度を示し，140℃の通常アスと同等の締固め度にな

るのは 104℃（36℃低減）であり，従来フォームドアスより

低減効果が 15℃程度高いことが確認できた． 

（２）施工性 

 施工性については，施工性評価試験機 2)を用いて検証を

行った．図-2 は，混合物温度と撹拌トルク値の関係を          

示したものである．これより，改良フォームドアスは通常      

アスと比較して同一温度では低いトルク値を示し，150℃の

アスと同トルク値になるのは 119℃（31℃低減）であり，従

来フォームドアスより低減効果が 10℃程度高いことが確認

できた． 

（３）混合物の基本性状 

 改良フォームドアスを使用し，混合物温度を下げて締固めた時の混合物性状を表-3 に示す．なお，改良フォー

ムドアスの締固め温度は，図-1 の結果を踏まえ 104℃とした．これより，通常アスより締固め温度を低減させて

も混合物性状の低下は見られなかった．また改良フォームドアスは水と発泡改善剤の使用によるはく離抵抗性の

低下が懸念されたが，低下は見られなかった． 

４．まとめ 
 本検討により，改良フォームドアスを適用したアスコンは，従来フォームドアスより製造温度低減や施工性改

善などの性能が向上していることを確認した．今後は，フォームドアス発生装置の簡素化によるコストダウン・

汎用化を進め，改良フォームドアスの製造システムの構築を進めていく予定である． 

通常アス
従来フォー

ムドアス

改良フォー

ムドアス

針入度(25℃)(1/10mm) 71 71 72

軟化点 (℃) 47.5 47.3 47.6

伸度(15℃) (cm) 100+ 100+ 100+

密度(15℃) (g/cm3) 1.039 1.037 1.039
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図-1 締固め温度と締固め度の関係 

図-2 混合物温度と撹拌トルク値の関係 

表-3 混合物性状試験結果 

表-2 ファームドアスの性状 

通常アス
改良フォー
ムドアス

供試体作製温度　 　 　 (℃) 140 104

マーシャル安定度  　 　(kN) 11.5 11.4

フロー値　　 　  (1/100cm) 34 33

残留安定度　　　　　 　　(%) 93.9 93.7

動的安定度　　 　(回/mm) 630 620

動的はく離率　　　 　　　(%) 3.2 3.1

曲げ強度(-10℃)　   (MPa) 6.7 6.7

曲げひずみ  (×10-3) 2.5 2.6

曲げスティフネス (103MPa) 2.6 2.6
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